
中部処理場・その
～一つの処理場の終焉と新たな ライフラインの構築へ～ライフラインの構築へ～

歴史と役割歴史と役割

平
成
２３（
２
０
１
１
）年
６
月
２８
日
、

中
部
処
理
場
は
主
電
源（
特
高
）を
落
と

し
そ
の
役
目
を
終
了
し
た
。昭
和
３３（
１

９
５
８
）年
１１
月
２４
日
中
部
処
理
場
の

第
１
期
工
事
が
完
成
し
、
神
戸
で
初
め

て
下
水
の
処
理
を
開
始
し
て
か
ら
５２
年

７
ヶ
月
間
、
昭
和
３０（
１
９
５
４
）年
８

月
汲
取
り
し
尿
処
理（
日
量
１
８
０
ｋ

Ｌ
）を
開
始
し
て
か
ら
だ
と
５６
年
１０
ヶ

月
間
の
長
き
に
渡
り
、
汚
水
並
び
に
し

尿
を
処
理
し
続
け
た
中
部
処
理
場
は
、

静
か
に
引
退
を
迎
え
た
。

【
処
理
場
の
経
緯：

そ
の
１
建
設
〜
阪

神
大
震
災
ま
で
】

昭
和
２５
年
の
神
戸
国
際
港
都
建
設
法

を
受
け
、第
１
期
下
水
道
事
業
計
画（
昭

和
２６
〜
３０
年
）は
本
市
中
枢
の
生
田
区

・
兵
庫
区
の
２
５
０
ha
を
分
流
式
で
汚

水
処
理
す
る
も
の
で
、
事
業
内
容
は
中

部
下
水
処
理
場
１
期
工
事
お
よ
び
関
連

汚
水
幹
線
築
造
工
事
並
び
に
宇
治
川
ポ

ン
プ
場
だ
っ
た
。
当
時
、
市
庁
舎
は
戦

災
で
喪
失
し
、
建
設
局
は
数
箇
所
に
分

散
し
て
お
り
、
下
水
道
課
は
水
道
局
の

２
階
の
一
部
を
間
借
り
し
て
い
た
。
ま

た
、
財
政
も
戦
災
の
痛
手
を
受
け
て
悪

化
し
て
い
た
。
参
考
に
す
べ
き
下
水
処

理
場
も
全
国
で
１０
処
理
場
程
度（
東

中部処理場

昭
和
４０
年
代
半
ば
か
ら
５０
年
代
に
か
け
て
集
中
的
に
施
設
整
備
を
進
め
た
神
戸
市
で
は
、
改
築
・
更
新
を
迎
え
る
施
設

や
整
備
が
急
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
構
築
が
望
ま
れ
、
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
方
策
の
ひ
と
つ
が
五
処
理
場
を
下
水
道
幹
線
で
結
ぶ
下
水
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
。
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
処
理
の
中
枢
を
担
っ
て
き
た
中
部
処
理
場
は
、
半
世
紀
以
上
に
も
及
ぶ
そ
の

歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。
神
戸
市
の
下
水
道
を
語
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
も
あ
っ
た
中
部
処

理
場
の
役
割
に
つ
い
て
ま
と
め
て
も
ら
っ
た
。
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中部処理場・その中部処理場・その
～一つの処理場の終焉と新たな～一つの処理場の終焉と新たな ライフラインの構築へ～

歴史と役割

京：

三
河
島
、名
古
屋：

堀
留
、京
都：

鳥
羽
、
大
阪：

津
守
等
）の
み
が
稼
動

し
て
い
る
状
況
で
、
資
料
も
少
な
く
、

現
在
の
よ
う
な
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

も（
電
卓
も
コ
ピ
ー
機
も
）存
在
し
な
い

状
況
で
は
、
設
計
・
施
行
は
も
ち
ろ
ん
、

電
気
・
機
械
設
備
の
導
入
並
び
に
処
理

場
・
ポ
ン
プ
場
の
運
転
管
理
で
も
、
大

変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
得
ら
れ
た
多

く
の
経
験
や
教
訓（
ノ
ウ
ハ
ウ
）が
、
後

進
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
後
の
神
戸
の

処
理
場
の
施
設
設
計
、
設
備
導
入
や
運

転
管
理
に
生
か
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
中
部
処
理
場
は
先
駆
者
と
し

て
神
戸
市
の
下
水
道
を
リ
ー
ド
す
る
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

取
得
用
地
は
海
岸
地
区
が
望
ま
し
か

っ
た
が
、
す
べ
て
工
場
・
港
湾
施
設
等

に
占
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
立
地
し
て

い
る
「
兵
庫
区
上
庄
通
り
の
空
き
地
」

を
買
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
財
源
の

困
窮
と
汲
取
り
し
尿
の
陸
上
処
分
へ
の

強
い
要
望
か
ら
ま
ず
昭
和
２７
年
５
月
に

消
化
槽
工
事
に
着
工
し
、
昭
和
３０
年
８

月
よ
り
日
量
１
８
０
ｋ
Ｌ
の
し
尿
処
理

を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
し
尿
消
化
槽
３

槽
と
し
尿
脱
離
液
を
１０
倍
以
上
の
井
戸

水
で
希
釈
し
て
生
物
処
理
を
行
う
散
水

ろ
床（
将
来
は
生
物
反
応
槽
第
６
池
の

一
部
と
し
て
使
用
）で
構
成
さ
れ
た
。

し
尿
は
、
周
辺
住
民
の
反
対
も
あ
り
、

環
境
局
の
高
松
焼
芥
場
か
ら
圧
送
し
た

が
、
遠
心
力
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
で

は
圧
力
に
耐
え
ら
れ
ず
に
破
裂
し
て
路

上
に
し
尿
が
噴
出
す
る
事
故
が
多
発
し

た
。
ま
た
汲
取
り
し
尿
の
中
に
は
土
砂

が
相
当
量
混
入
し
て
お
り
、
消
化
槽
底

部
に
は
堆
積
物
が
、
表
層
に
は
ス
カ
ム

が
溜
ま
り
、
汚
泥
の
循
環
も
引
き
抜
き

も
出
来
な
い
状
態
に
な
り
、
ポ
ン
プ
類

の
分
解
清
掃
、
槽
の
側
面
に
穴
を
開
け

中部処理場建設現場風景
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て
土
砂
を
取
り
出
す
作
業
を
何
度
も
行

っ
た
。
脱
離
液
の
移
送
管
に
は
、
現
在

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
ス
ト
ラ
バ
イ

ト
に
よ
る
閉
塞
も
頻
発
し
た
。
中
部
処

理
場
で
の
汲
取
り
し
尿
処
理
は
、
流
入

下
水
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
昭
和
４２
年

度
で
中
止
し
た
。

中
部
処
理
場
の
第
１
期
工
事
は
昭
和

３２
年
１０
月
に
着
工
、
突
貫
工
事
の
末
昭

和
３３
年
１１
月
２４
日
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
特
徴
的
な
設
備
と
し
て
、
消
化
ガ

ス
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
消
化（
メ

タ
ン
）ガ
ス
に
よ
る
発
電
と
排
熱
利
用

に
よ
る
消
化
槽
の
加
温
を
、
５０
年
も
前

に
、
す
で
に
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
建

設
に
際
し
て
は
、
敷
地
が
狭
く
民
家
に

隣
接
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
、
沈
砂

池
お
よ
び
生
物
反
応
槽
に
は
上
屋
を
設

け
た
。
生
物
反
応
槽
に
上
屋
を
設
け
た

の
は
お
そ
ら
く
我
が
国
最
初
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
で
も
イ
メ
ー
ジ
の
悪
さ
・
臭

気
・
泡
の
飛
散
等
に
対
し
て
周
辺
住
民

の
苦
情
を
受
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。
防
臭
方
法
は
、
当
初
、
覆
蓋
を

設
け
る
か
、
煙
突
を
立
て
る
位
だ
っ
た

が
、
昭
和
３５
年
に
は
汚
泥
脱
水
機
の
脱

臭
の
た
め
、
神
戸
市
で
は
初
め
て
オ
ゾ

ン
発
生
器
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
イ
オ

ン
交
換
樹
脂
、
添
着
活
性
炭
を
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
沈
殿
池
、
生

物
反
応
槽
は
池
上
部
に
中
床
板
を
設
置

し
て
、
臭
気
が
室
内
に
漏
れ
出
な
い
よ

う
遮
断
し
脱
臭
効
果
を
上
げ
る
工
夫
も

行
っ
た
。
昭
和
４０
年
に
は
、
民
家
に
面

し
た
東
側
と
南
側
の
敷
地
の
一
部
を
解

放
し
て
植
樹
帯
を
設
け
、
ブ
ラ
ン
コ
・

す
べ
り
台
等
の
遊
具
を
設
置
し
た
。
昭

和
４６
年
に
は
周
辺
住
民
も
利
用
で
き
る

集
会
所
、
昭
和
５４
年
に
は
生
物
反
応
槽

上
屋
の
屋
上
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
を

設
け
、
無
料
で
地
元
に
開
放
し
、
地
元

自
治
会
の
運
営
に
委
ね
た
。
そ
の
後
、

汚
水
管
の
敷
設
も
進
み
、
流
入
水
量
の

増
加
に
併
せ
て
拡
張
工
事
も
以
下
の
通

り
行
わ
れ
、
全
施
設
が
完
成
し
た
。

・
昭
和
３４
年
９
月
〜
３５
年
５
月：

最
初

沈
殿
池
２
池

・
昭
和
３５
年
５
月
〜
３６
年
３
月：

生
物

反
応
槽
４
槽

・
昭
和
３６
年
５
月
〜
３７
年
８
月：

最
終

沈
殿
池
４
池

さ
ら
に
、
中
部
処
理
区
の
三
宮
地
区

周
辺
で
は
、
ビ
ル
の
高
層
化
が
進
み
、

発
生
汚
水
量
が
増
大
し
、
既
設
の
汚
水

幹
線
や
中
部
処
理
場
の
処
理
能
力
が
不

球形ガスタンクと脱硫塔
ガスディーゼルエンジンで発電機を駆動し
コージェネレーションを実施していた。

ガスディーゼル発電機
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足
す
る
事
態
が
懸
念
さ
れ
た
。
し
か
し
、

中
部
処
理
場
は
処
理
場
拡
張
の
余
地
が

な
く
、
能
力
を
超
え
る
分
は
西
部
処
理

場
で
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
の
よ

う
な
中
央
処
理
区
改
良
事
業
が
実
施
さ

れ
た
。
中
央
処
理
区
と
は
、
中
部
と
西

部
処
理
場
の
各
処
理
区
を
合
わ
せ
た
も

の
で
、
１
処
理
区
に
２
処
理
場
と
い
う

形
に
な
っ
た
。

・
新
生
田
汚
水
幹
線
布
設（
中
央
区
中

山
手
１
丁
目
〜
宇
治
川
ポ
ン
プ

場
）：

昭
和
６０
年
〜
平
成
元
年

・
中
部
・
西
部
処
理
場
調
整
連
絡（
高

松
汚
水
）管
布
設（
中
部
処
理
場
〜
西

部
処
理
場
）：

昭
和
５９
年
〜
６２
年

ま
た
、
こ
の
２
幹
線
に
は
断
面
に
余

裕（＝

調
整
機
能
）を
も
た
せ
た
の
で
、

処
理
場
流
入
汚
水
量
の
時
間
変
動
の
調

整
が
可
能
に
な
り
、
処
理
場
運
転
の
安

定
化
に
寄
与
し
た
。【

中
部
処
理
場
の
機

械
・
電
気
設
備
の

変
遷：

神
戸
市
で

最
初
に
導
入
さ
れ

た
特
徴
あ
る
設
備

を
ま
と
め
た
】

１

除
砂
設
備

昭
和
３３
年
、
沈
砂

池
に
バ
ケ
ッ
ト
コ
ン

ベ
ア
式
沈
砂
掻
き
揚

げ
機
を
設
置
。
こ
れ

は
わ
が
国
で
最
初
に

導
入
さ
れ
た
も
の
で

当
時
と
し
て
は
除
砂

作
業
を
省
力
化
し
た

画
期
的
な
方
法
で
あ

っ
た
。

２

ス
ク
リ
ー
ン

か
す
洗
浄
設
備

沈
砂
池
か
ら
掻
き
揚
げ
ら
れ
た
沈
砂

・
ス
ク
リ
ー
ン
か
す
は
、
仮
置
き
中
に

強
烈
な
悪
臭
を
発
生
。
昭
和
４２
年
中
部

に
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
型
ス
ク
リ
ー
ン

か
す
脱
水
機
を
設
置
し
た
が
、
埋
立
処

分
場
受
入
条
件
も
厳
し
く
な
り
、
昭
和

５４
年
中
部
に
沈
砂
・
ス
ク
リ
ー
ン
か
す

洗
浄
設
備
を
導
入
。
臭
気
も
少
な
く
作

業
環
境
は
改
善
さ
れ
た
。

３

採
泥
機

昭
和
３３
年
最
終
沈
殿
池
第
１
号
池
に

本
市
最
初
の
採
泥
機
と
称
す
る
走
行
サ

イ
ホ
ン
式
汚
泥
吸
い
上
げ
機
を
設
置
。

４

汚
泥
掻
き
寄
せ
機

昭
和
３６
年
最
終
沈
殿
池
３
号
池
に
、

本
市
で
初
め
て
の
チ
ェ
ー
ン
フ
ラ
イ
ト

式
汚
泥
掻
き
寄
せ
機
を
設
置
。
昭
和
５８

年
に
は
第
５
号
池
の
改
築
時
に
神
戸
市

初
の
合
成
樹
脂
製
チ
ェ
ー
ン
を
採
用
。

耐
腐
食
・
耐
磨
耗
性
が
強
く
、
軽
量
化

で
電
力
費
も
削
減
で
き
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

５

消
毒
設
備

昭
和
３３
年
処
理
水
の
消
毒
設
備
と
し

て
５０
�
入
り
塩
素
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
た

真
空
式
塩
素
滅
菌
機
を
設
置
。
法
規
制

の
強
化
に
伴
い
昭
和
５３
年
度
か
ら
次
亜

塩
素
酸
ソ
ー
ダ（
１２
％
）の
使
用
に
移
行
。

６

処
理
水
再
利
用
設
備

昭
和
３３
年
処
理
水
再
利
用
の
た
め
の

ろ
過
装
置
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
消
泡
水
や
洗
浄
水
と
し

て
利
用
。
現
在
の
砂
ろ
過
設
備
が
設
置

さ
れ
る
昭
和
５６
年
度
ま
で
使
用
。

７

汚
泥
濃
縮
設
備

汚
泥
濃
縮
は
重
力
濃
縮
が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
沈
降
性
が
悪
く
十
分
な
濃
縮

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
５５
年
試
験

的
に
加
圧
浮
上
濃
縮
法
を
導
入
し
、
現

在
で
も
各
処
理
場
に
設
置
。

８

ガ
ス
脱
硫
装
置

消
化
ガ
ス
を
ガ
ス
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
燃
料
と
し
て
ガ
ス
発
電
を
行
っ

た
。
硫
化
水
素
に
よ
る
機
器
類
の
腐
食

防
止
の
た
め
湿
式
脱
硫
装
置（
炭
酸
ソ

ー
ダ
吸
収
式
）、
そ
の
後
硫
化
水
素
の

低
下
に
伴
い
、
昭
和
６２
年
よ
り
水
洗
式

に
改
築
。

９

汚
泥
脱
水
設
備

昭
和
３４
年
遠
心
脱
水
機（
無
薬
注
）を

本
市
で
初
め
て
設
置
。
昭
和
３８
年
に
は

ド
ラ
ム
式
真
空
脱
水
機
を
採
用
、
凝
集

剤
と
し
て
塩
化
第
２
鉄
と
消
石
灰
を
添

加
。
昭
和
４３
年
に
は
ベ
ル
ト
式
真
空
脱

水
機
を
導
入
す
る
も
、
脱
水
能
力
不
足

問
題
と
な
り
、
昭
和
５０
年
に
薬
注
式
遠

心
分
離
機
が
登
場
し
本
市
で
初
め
て
導

最終沈殿池１号池採泥機（走行サイホン式）
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入
。
そ
の
後
省
エ
ネ
型
の
ベ
ル
ト
プ
レ

ス
脱
水
機
が
、
昭
和
５６
年
玉
津
に
、
昭

和
５９
年
中
部
に
導
入
。

１０

脱
臭
設
備

昭
和
３５
年
、
脱
水
機
室
の
脱
臭
用
に

オ
ゾ
ン
発
生
器
を
本
市
で
初
め
て
設
置
。

悪
臭
防
止
法
施
行
に
伴
い
昭
和
４９
年
沈

砂
池
脱
臭
用
に
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
が
、

昭
和
５０
年
代
か
ら
は
活
性
炭
を
併
用
し

た
。

【
水
質
管
理

の
変
遷
】

１

昭
和

３０
年
代：

わ

が
国
で
初
め

て
採
用
さ
れ
た
ス
テ
ッ
プ
エ
ア
レ
ー
シ

ョ
ン
法
で
は
あ
る
が
、
処
理
場
の
管
理

技
術
の
取
得
に
は
一
か
ら
の
努
力
が
必

要
だ
っ
た
。

・
「
し
尿
で
は
有
効
だ
っ
た
遠
心
分
離

機
が
下
水
汚
泥
に
は
効
果
が
な
く
、

固
形
物
が
場
内
を
循
環
し
た
」

・
「
生
物
反
応
槽
で
の
激
し
い
発
泡
、

最
終
沈
殿
池
余
剰
汚
泥
配
管
閉
塞
、

余
剰
汚
泥
濃
縮
槽
ス
カ
ム
発
生
が
頻

発
し
た
」

・
「
ス
ト
ラ
バ
イ
ト
に
よ
る
障
害
」「
消

化
槽
内
に
３
ｍ
の
沈
砂
堆
積
、
２
ｍ

の
ス
カ
ム
に
よ
る
障
害
」
等
汚
泥
処

理
で
苦
慮
し
た
。

２

昭
和
４０
年
代：

汚
泥
密
度
が
減

少
し
、
時
と
し
て
最
終
沈
殿
池
か
ら
汚

泥
の
流
亡
を
引
き
起
こ
す
「
バ
ル
キ
ン

グ
現
象
」
が
中
部
処
理
場
を
含
め
全
て

の
処
理
場
で
問
題
と
な
り
、
そ
の
解
決

の
た
め
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。
昭

和
４７
年
度
に
は
学
識
経
験
者
も
加
え
た

「
下
水
道
処
理
技
術
開
発
委
員
会
」
が

発
足
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
、
中
部
の

流
入
負
荷
の
低
減
が
図
ら
れ
、
東
灘
へ

１
５
、０
０
０
人
分
、
西
部
へ
１３
万
３
、

０
０
０
人
分
編
入
し
、
計
画
処
理
人
口

３５
万
３
、０
０
０
人（
２
７
６
Ｌ
／
人
／

日
）を
２０
万
５
、０
０
０
人（
３
８
０
Ｌ

／
人
／
日
）と
し
、
処
理
水
量
も
９
７
、

４
２
８
�
／
日
を
７
７
、９
０
０
�
／

日
と
し
た
。

３

昭
和
５０
年
代：

バ
ル
キ
ン
グ
の

発
生
に
関
す
る
知
見
が
ま
と
め
ら
れ
、

汚
泥
濃
縮
機
や
汚
泥
脱
水
機
の
増
強
に

よ
り
、
固
形
物
の
流
れ
の
把
握
も
可
能

と
な
り
、
対
処
法
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

神
戸
市
で
は
「
嫌
気
―
好
気（
Ａ
Ｏ
）

法
」
導
入
で
対
応
し
た
。
こ
の
導
入
に

よ
り
、
リ
ン
除
去
に
も
効
果
を
あ
げ
る

結
果
と
な
っ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
計
、
Ｄ
Ｏ

計
等
の
導
入
、
流
量
調
整
池（
新
宇
治

川
ポ
ン
プ
場
管
内
貯
留
）設
置
等
も
、

き
め
細
か
な
運
転
を
可
能
に
し
て
く
れ

る
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。

４

富
栄
養
塩
の
除
去

�１
リ
ン
の
除
去：

昭
和
５５
年
無
リ
ン

洗
剤
の
使
用
促
進
を
行
い
流
入
下
水
中

の
リ
ン
濃
度
が
低
下
し
、
上
記
バ
ル
キ

ン
グ
対
策
の
た
め
導
入
さ
れ
た
「
嫌
気

・
好
気
法
」
の
導
入
も
相
ま
っ
て
放
流

水
中
の
リ
ン
濃
度
は
昭
和
５０
年
代
後
半

か
ら
低
下
し
た
。

�２
窒
素
の
除
去：

平
成
１０
年
か
ら

「
循
環
変
法
」
に
よ
る
窒
素
処
理
を
目

指
し
た
。
施
設
・
設
備
的
な
制
限
は
受

あ
っ
た
が
、
夏
季
に
窒
素
除
去
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
窒
素
除

去
で
は
送
風
量
の
増
加
と
、
リ
ン
の
除

去
が
不
安
定
に
な
る
た
め
、
平
成
２１
年

度
〜
２２
年
度
は
、
電
力
量
削
減
を
優
先

し
、
有
機
物
除
去
、
リ
ン
除
去
の
み
を

実
施
し
た
。

【
処
理
場
の
経
緯：

そ
の
２
阪
神
大
震

災
以
後
〜
中
部
処
理
場
閉
鎖
】

平
成
７
年
１
月
１７
日
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
た
。
中
部
処
理
場
は
、

比
較
的
基
礎
地
盤
が
良
く
、
地
盤
の
沈

下
も
少
な
か
っ
た
た
め
被
害
も
少
な
か

っ
た
が
、
神
戸
で
最
も
古
い
処
理
場
で

あ
り
、
施
設
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
水

処
理
施
設
の

側
壁
や
建
築

物
に
か
な
り

の
ク
ラ
ッ
ク

が
発
生
し
た
。

排
気
用
の
煙
突
が
折
れ
て
脱
臭
施
設
の

上
に
落
下
、
施
設
を
破
壊
す
る
被
害
も

発
生
し
た
。
独
立
し
た
構
造
物
の
間
を

水
路
や
配
管
な
ど
で
接
続
し
て
い
る
部

分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゆ
れ
の
違
い
に
よ

り
過
剰
な
変
位
を
受
け
て
破
損
し
た
。

地
下
室
に
大
量
漏
水
発
生
、
場
内
舗
装

破
損
、
ガ
ス
タ
ン
ク
傾
斜
、
最
終
沈
殿

池
に
蓋
類
、
角
落
と
し
等
が
落
下
し
掻

き
寄
せ
機
の
チ
ェ
ー
ン
が
外
れ
る
な
ど

の
被
害
が
あ
り
、
処
理
機
能
が
５０
％
に

低
下
し
た
が
、
１
月
１８
日
よ
り
復
旧
工

事
に
着
手
し
、
２
月
９
日
に
は
被
害
を

受
け
た
処
理
場
で
は
最
も
早
く
、
処
理

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
革
新
が
支
え
た
基
幹
施
設
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機
能
を
回
復
さ
せ
、
全
流
入
下
水
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
震
災
に

よ
り
、
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
市
民
の
安

全
・
安
心
を
図
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ

た
。
管
渠
や
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
の
耐

震
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
も

相
互
の
処
理
場
が
補
完
し
あ
う
機
能
を

有
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
施
策
が
計
画
さ
れ
、
市
内
５
処

理
場
を
既
設
汚
水
幹
線
と
大
深
度
シ
ー

ル
ド
幹
線
で
連
絡
す
る
処
理
場
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
幹
線
の
整
備
が
着
工
・
平
成

２２
年
度
に
完
成
・
供
用
開
始
さ
れ
た
。

中
部
処
理
場
は
現
在
地
で
の
大
阪
湾
流

総
対
応
高
度
処
理
場
へ
の
改
築
が
で
き

な
い
た
め
、
中

部
処
理
場
の
流

入
下
水
は
高
松

汚
水
幹
線
を
経

由
し
兵
庫
高
区

か
ら
新
長
田
汚

水
幹
線
と
合
流

後
、
西
部
処
理

場
分
水
人
孔
で

分
水
さ
れ
、
西

部
処
理
場
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
幹

線
経
由
の
垂
水

処
理
場
東
系
で

処
理
さ
れ
て
い

る
。中

部
処
理
場

の
竣
工
式
も
ご

覧
に
な
っ
た
大

先
輩
職
員
は
、

平
成
２１
年
当
時

の
処
理
場
を
見
て
「
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
を
み
る
と
�

刀
折
れ
矢
尽
き
て
�
と
い
う
感
も
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
管
理
棟
等
の
建

物
外
壁
か
ら
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
落

下
し
て
危
な
い
の
で
、
危
険
な
箇
所
は

剥
が
れ
落
ち
る
前
に
削
り
取
っ
て
し
ま

う
方
法
で
対
応
し
た
。
そ
の
他
、
処
理

場
廃
止
予
定
の
た
め
更
新
・
補
修
を
控

え
た
も
の
も
多
数
あ
っ
た
が
、
有
難
い

こ
と
に
最
後
ま
で
稼
動
し
て
く
れ
て
無

事
最
終
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
部
処
理
場
の
廃
止
に
向
け
て
は
、

平
成
２１
年
度
当
初
に
汚
泥
処
理
を
停
止

し
、
生
汚
泥
と
余
剰
汚
泥
は
高
松
汚
水

幹
線
で
西
部
処
理
場
に
送
泥
し
、
平
成

２１
〜
２２
年
度
に
４
基
あ
る
消
化
槽
の
浚

渫
・
清
掃
を
行
っ
た
。
平
成
２３
年
４
月

６
日
よ
り
処
理
水
量（
約
５
０
、０
０
０

�
／
日
）を
段
階
的
に
縮
小
し
４
月
２７

日
に
は
中
部
処
理
場
で
の
水
処
理
は
停

止
し
た
。
そ
の
後
、
最
終
沈
殿
池
等
の

池
類
、
各
種
水
路
お
よ
び
汚
泥
配
管
類

の
浚
渫
・
清
掃
も
完
了
し
た
。
近
隣
対

策
と
し
て
、
処
理
場
閉
鎖
後
も
湧
出
す

る
地
下
水
や
雨
水
が
滞
留
し
て
悪
臭
や

蚊
等
の
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
水
中

ポ
ン
プ
を
設
置
し
排
出
先
の
雨
水
経
路

の
変
更
も
行
っ
た
。
市
民
開
放
し
て
い

る
東
側
と
南
側
の
植
樹
帯
に
水
道
栓
を

布
設
し
、
処
理
場
外
周
の
街
灯
も
残
し

夜
間
防
犯
の
用
に
供
し
た
。
不
審
者
の

侵
入
防
止
の
た
め
、
外
壁
の
高
さ
の
嵩

上
げ
と
各
建
屋
の
窓
部
分
に
格
子
を
取

り
付
け
、
最
終
沈
殿
池
に
は
転
落
防
止

用
フ
ェ
ン
ス
も
設
置
し
た
。
土
木
構
造

物
は
、
脱
臭
施
設
を
有
す
る
沈
砂
池
、

生
物
反
応
槽
上
屋
、
消
化
槽（
１
槽
）お

よ
び
最
終
沈
殿
池
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
お
り
、
往
年
の
処
理
場
を
知
っ
て
い

る
者
に
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

残
る
上
屋
施
設
の
撤
去
は
２４
年
度
中

に
完
了
す
る
予
定
だ
。
全
敷
地
約
２
・

４
ha
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
周
辺

地
元
や
兵
庫
運
河（
処
理
水
放
流
先
）活

性
化
会
議
を
中
心
に
広
く
意
見
を
聞
き
、

近
隣
の
中
央
卸
売
り
市
場
本
場
西
側
跡

地
利
用
の
状
況
等
も
注
視
し
つ
つ
、
２４

年
度
中
に
方
向
性
を
打
ち
出
す
予
定
に

し
て
い
る
。
中
部
処
理
場
の
跡
地
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
よ
う
と
も
、
設
計
に

携
わ
り
、
工
事
に
関
わ
り
、
そ
し
て
維

持
管
理
に
従
事
し
て
き
た
多
く
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
中
部
処
理
場
の
名
前
が

消
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

屋上から北西を望む（平成２１年）
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